
2022年度大学入学共通テスト数学を振り返って

　2022年１月に、２回目の大学入学共通テスト
（以下、共通テスト）が実施されました。
　2022年度の共通テストにおいて、特に注目を集
めたのは数学でした。数学Ⅰ・数学Ａ（以下、数学
Ⅰ・Ａ）の平均点が37.96点、数学Ⅱ・数学Ｂ（以
下、数学Ⅱ・Ｂ）の平均点が43.06点と、前年度の
共通テストと比べて20点近く下がりました。その
平均点の低さや分量の多さ、難易度について、各所
で話題となりました。
　Guideline編集部が高校教員を対象に実施したア
ンケートを見ると、多くの先生方が、2022年度共
通テスト数学の難易度・問題形式・分量に対して、

「適切ではない」と回答しました。一方で、「試行調
査や新学習指導要領の方向性などを総合的に見て、
妥当な出題だったと思います」といった声も聞かれ
ます。

　そこで今回の記事では、2022年度の共通テスト
数学のどこに難しさがあったのか、そして高校の先
生方は、出題された問題をどのように受け止め、日々
の指導をどのように変えていこうと感じているのか
を紹介します。Part１では、高校の先生方へのアン
ケート結果、Part２では、インタビュー内容をまと
めました。そしてPart３の座談会では、特に数学
Ⅰ・Ａについて、４人の先生方に語り合っていただ
きました。

2022年度
大学入学共通テスト
数学を振り返って

河合塾では、ホームページやYouTubeを通して共通テストの設問別分析や、受験生向けの教科別学習アド
バイスを公開しています。

2022年度大学入学共通テスト速報
https://kaisoku.kawai-juku.ac.jp/nyushi/kyotsutest/22/

【新入試Navi】共通テスト受験生への教科別学習アドバイス
https://www.kawai-juku.ac.jp/exam-info/cnt/exam-correct/measures/

共通テスト学習アドバイス数学【河合塾】
https://www.youtube.com/watch?v=3Oqm_Bzu5OE
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大学入試を追う

高校教員アンケートPart1

「問題の難易度・形式・分量」については「適切ではない」

否定的なコメントが多い

共通テストをこれまでの指導を見直す機会に

否定的なコメントが多いものの
これまでの指導を見直す機会に

　2022年度共通テストにおいて、数学Ⅰ・Ａの平均点

が37.96点、数学Ⅱ・Ｂの平均点が43.06点と前年度の

共通テストと比べて20点近く下がり、特に数学Ⅰ・Ａ

は大学入試センター試験（以下、センター試験）時代か

ら比べても大きく下がり、過去最低であった＜グラフ＞。
　今回のアンケート（注）では、まず、2022年度共通テス

ト数学について、高校の先生方がどのように感じたのか

を概観するため、数学Ⅰ・Ａ、数学Ⅱ・Ｂそれぞれにつ

いて、「問題の難易度」「問題形式」「問題の分量」の３

つの項目が適切だったかどうかを尋ねた。

　３つの項目すべてで「適切ではない」（「あまり適切で

はない」「まったく適切ではない」の合計）の割合が高

くなっており、問題に対して否定的な評価が多かった。

　以下、自由記述のコメントを見ていく。2022年度の試

験時間に対する分量の多さや難易度についての否定的な

評価が多いものの、「新課程で求められる授業観を意識

させようとする意図が感じられた」「教材も含め、教え

る側の準備不足を感じた」など、今までの指導を改めて

見直す機会とするような意見も見られた。
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＜グラフ＞センター試験・共通テスト数学の平均点推移（2007～2022年度）

（大学入試センター公表資料より作成）
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2022年度大学入学共通テスト数学を振り返って

た情報処理の速度がますます必要になっています。高得点
の生徒はじっくり考えるタイプではなく、要領のよい生徒
でした。

◆ 直観力に優れ、初見の問題でも主体的に解ける生徒が高得
点だった。

◆ 読解力に長けている生徒は高得点の傾向があった。数学
Ⅰ・Ａに絞った生徒には厳しい結果になった。

◆暗記型の学習方法から改善できた生徒。

2022年度の共通テスト数学に関する
意見、感想など

◆ 考える力を見るはずなのに、この形式と分量ではいかに要
領よく処理するかを見ることになってしまっている。共通
テストの名の通り、基本的な考え方をもっと重視すべきで
ある。

◆数学の基礎・基本は教科書を中心とした学習をよりどころ
としているはずなので、教科書が理解できていれば解くこ
とのできる問題を望んでいます。

◆問題文が長く、数学の力だけでなく、読解力も必要になっ
ていて、純粋に数学の力を問う出題なのか疑問がある。あ
まりに多くを詰め込み過ぎである。

◆ 前年度からの難易度の振れ幅が大きすぎた。これは受験生
にとって良いことではない。

◆ 出題の本質を常に意識しながら練習を積んでいないと解く
のは難しかったと思う。

◆もう授業は「教員」のための教える時間ではなく、「生徒」
のための学びの時間というマインドセットになっていかな
いと共通テストには対応できないと思います。

◆教材も含め、教える側の準備不足を感じた。
◆ 新課程で求められる授業観を意識させようとする意図が感

じられた。旧課程で学ぶ受験生にとってはかわいそうだっ
たかもしれないが。

◆2022年度共通テスト数学は難しかったと言われているが、
試行調査や新学習指導要領の方向性などを総合的に見て、
妥当な出題だったと思います。はっきり言って教員・学校
が対応できていなかっただけです。いかにうまく問題を解
くか、というセンター試験時代の名残でそのまま指導して
いたのだと思います。

特に印象に残った問題について

◆ 数学Ⅱ・Ｂの数列の問題が特に印象に残った。リード文が
長すぎて、ほとんどの生徒がリード文を読むだけで終わっ
てしまった。本当にこれが数学なのか？と思った。

◆単純に公式を覚えて使うだけでは対応できない状況を正し
く把握して障害を取り除く必要がある問題が増えてきてい
る。例：第１問〔２〕縮尺が水平方向と鉛直方向で異なる
ことに注意して三角比の公式を適用する必要がある。

◆数学Ⅰ・Ａ
第１問〔３〕ABのとりうる範囲は本質をわかっていない
と難しい。
第２問〔１〕共通解の問題を誘導ありで解いていく。
第４問（４）これは解けないです。時間無制限で数学の問
題として解くのはおもしろい。
第５問は個人的によく練られてておもしろい問題だと思い
ました。

　数学Ⅱ・Ｂ
第１問〔２〕青チャートの応用例題レベルの問題を誘導あ
りで解いていく→文系には厳しい。
第４問・第５問は問題自体は難しくないと思うが、文章量
が多くてなかなか情報を処理するのが大変だったと思う。

◆三角比を問う第１問〔２〕は良い問題だったと感じた。

指導に生かしたい点

◆ 内容というよりは、旧センター試験時代の問題と比較して、
取り組む順番であったり、リード文の読み方であったり、
設問の形から何を問われているのかを考えるように、やや
テクニック的なことも指導する必要を感じた。

◆ 問題を早く正確に読み取る力の育成を図りたい。高得点は
地頭のある生徒。努力型には厳しい。

◆ 本質を理解する学習が必要だと感じました。
◆グラフや図形に関連させた考え方を強化していく予定。
◆ 思考力に重点を置いた指導の必要性を痛感した。

高得点だった生徒の特徴

◆ 記述力もある、いわゆる数学ができる生徒が高得点をとる
ので、出題内容としては間違っていないと思う。

◆ やはり問題の形式に慣れることが大切だと思いました。ま

（注）「河合塾Guideline４・５月号　高校教員向けアンケート」。2022年４～５月に、Webアンケートで実施。回答数102件。
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大学入試を追う

高校教員へのインタビューPart2

神奈川県立湘南高等学校　池上 新悟 先生

2022年度共通テスト数学は分量も多いが
一つ一つの問題も難易度が高い

　私は湘南高等学校に赴任して９年目で、昨年度も今年

度も、高校３年生を担当しています。

　2022年度共通テスト数学を見ての率直な印象ですが、

平均点は、共通テストという選抜テストにしては低すぎ

ると感じました。湘南高校では、例年数学が得意な生徒

は満点を取りますが、それぐらいの層の生徒でも８割く

らいにとどまる生徒が多かったです。

　問題一つ一つの難易度としても、各問題に一捻りがあ

り、難しいと思います。形式としては、大問一問に対し

て、最後の部分に「これまで考えてきた流れを使って、

もう一問解きなさい」というような問題が多かったです。

特に数学Ⅰ・Aでいうと、第４問の整数が難しかったと

思います。最後の発展度合いが大きく、解き切るのは厳

しかったのではないでしょうか。

　分量も多く、作問者ですら時間内に解けるかわからな

いレベルだと感じました。作問側で検証できているかは

気になるところではありますね。今まで見たことのない

切り口の問題を出そうとしているのか、渾身の「作品」

が散りばめられているなと感じました。面白いとは思い

ますが、生徒たちにしてみれば、時間がなくて面白いと

思う間も無く終わっていったのではないでしょうか。

　特に印象に残った問題としては、まず、数学Ⅰ・A第

１問〔３〕の、ABのとり得る値の範囲の最大値「ナ」が

挙げられます。ここは、円に内接する三角形の１辺は、

直径の長さ以下になるということがわかればよいのです

が、ただ普通の計算を進めるだけでは解けず、一度立ち

止まり問題を俯瞰で見ることが必要です。ここでつまず

いた生徒もいました。

　似たような視点で、数学Ⅰ・A第２問〔１〕（２）の

「ウ」「エ」も共通な解を考えるだけではなく、一度立ち

止まって考える必要がありました。また、（４）の必要

十分条件の問題も、グラフがどのように動くのかという

のがイメージできないと難しい問題でした。

　数学Ⅰ・A第４問については、完全にやりすぎだと思

います。試験本番では解き切れないと思いますし、解け

ても「セソタチツ」まででしょう。計算そのものも大変

で、ここを選択しようとした生徒は厳しかったのではと

思います。

　数学Ⅰ・A第５問については、メネラウスの定理を違

う視点で取り上げていて面白く、教材として扱うにはい

い問題だと思いました。

　数学II・Bについても平均点は低く、第１問〔２〕や

第４問など印象に残ったものはありますが、難しかった

数学Ⅰ・Aのショックを引きずった結果ではないかと思

います。

難易度が高かった2022年度共通テスト数学
指導では計算スピードの向上と「本質」を意識させる

2022年度共通テスト数学は一つ一つの問題の難易度が高い

計算のスピードや問題全体を俯瞰する力が重要

授業では「本質」を意識させる指導を
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2022年度大学入学共通テスト数学を振り返って

2022年度の問題を解くためには
計算のスピードや

問題全体を俯瞰する力が重要

　2022年度の共通テストでは、計算のスピードが速い

生徒が高得点を取っていました。計算スピードと正確性

が向上すれば、考えるために使える時間が多くなるので、

これが重要だと感じています。逆に、東京大学の問題ば

かりやっている生徒のように、日頃から捻った問題をじ

っくり考えて解いている生徒が、意外と得点を取れませ

んでした。

　あとは、問題の意図や使う定理などをその場で判断す

る瞬発力や、先ほども述べた、数学Ⅰ・A第１問〔３〕

の「ナ」のような問題に対して、立ち止まって全体を見

る力が必要だと思います。すべての問題において、一本

の流れの中に解き方があるわけではないので、違う目線

を解答の中に入れていく必要があります。

計算のスピードを意識させつつも
「本質」を意識させる指導を

　日頃の授業でも、計算のスピードは意識させており、

授業の初めに単純な四則演算というわけではないのです

が、計算問題を解かせています＜資料＞。時間を測って、
自分の計算のスピードと正確性とのちょうど良いバラン

スを見つけつつも、そのレベルを上げられるように指導

していきます。計算力さえあれば、あとは基本的パター

ンを網羅していくと、視野が広がっていきます。

　また、「本質」というのは意識させています。「本質」

というのは捉え方が難しいですが、たとえば、正弦定理

や余弦定理を使っていて、不適な解が出てくることがあ

ります。これが出てくるのはなぜかということを考えた

り、どうして複数の解が出てくるのかを考えたりすると

いうことが「本質」を意識することではないかと思いま

す。こういったことは常に授業の中で強調して伝えてい

ます。

　2022年度の共通テストを受けて、数学教員として少

し不安な点は、今回の数学の平均点の低さを見て、私立

文系の数学受験組が減ってしまうのではないかと感じて

います。たとえば、共通テスト利用入試で、社会と数学

を選択で受験できる場合、社会と数学間での得点調整が

ないため、数学選択の生徒が不利になります。大学入試

センターにはそういった面での配慮も考えてもらいたい

と感じました。　

神奈川県立湘南高等学校

◇所在地：藤沢市鵠沼神明5-6-10

◇創立：1921（大正10）年

◇卒業者数：2022年３月卒業生350名

◇卒業生の進路：国公立大130名／私立大122名／就職１名／その
他97名

＜資料＞計算問題の一例
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大学入試を追う

一発で意図を汲む意識と
セカンドベストの意識

　私は高３生の文系と理系の難関大への進路実現をめざ

す生徒の授業を担当しています。

　日頃より「共通テスト数学は問題文を戻り読みしてい

たら時間が足りない。一発で意図を汲むことを意識して

解く」と指導していましたが、今年度はそれだけでは不

十分だった年のように思います。たとえば、数学Ⅱ・Ｂ

第４問『数列』ですが、私は何度も問題文を読み返して

しまいました。制限時間というのは思っている以上に人

の心を乱すようで、日頃から鍛えていたとしても「いつ

も通り」の実現が難しくなることはままあるようです。

　共通テスト後、生徒から「先生が『まず解ける問題を

解く。人生セカンドベスト（望まれない状況からも次善

をめざす）が大切だ』と言っていたことは本当だった」

と、意外な声をかけられました。共通テスト結果ですべ

ての合否は決まりませんから、次の１点を取ることに焦

るよりは、その１点を確実に取ったことで進路実現につ

ながった生徒が今年は特に多かった印象です。

　試験内容については、昨年度の数学Ⅱ・Ｂ第１問『双

曲線関数』に類する出題に続き、今年度の数学Ⅰ・Ａ第

３問『完全順列』の出題等、高校数学の範囲から広がり

のある内容まで授業で扱っている方が得をすることがあ

ると感じました。偶然にも、本校では両内容ともに授業

内で扱っていたため、心が躍った生徒もいたようです。

逆に高校学習内容の基礎を中心に一生懸命勉強してきた

生徒には少し苦しかった出題のようにも感じます。共通

テストは１次試験の要素を担っていると思いますので、

２次試験のような高い思考力を問うことには、その制限

時間では難しいと感じました。

「わかる」と「できる」を行き来する授業

　授業の中では、「わかる」と「できる」を行き来でき

るように意識して指導しています。授業を聞いてインプ

ット（「わかる」）はできているが、アウトプット（「で

きる」）はできない生徒もいれば、その逆の生徒もいま

す。インプットはスライドを用い、端的にエッセンスの

み強調して伝えることを心掛け、「教師の説明は最小限、

生徒の手と脳を動かす時間を最大限」でアウトプットに

時間を割きます。そして生徒のアウトプット後は、必ず

自分の答案を周囲と共有させ授業内容をより印象に残し

ます（再インプット）。授業では国公立大２次試験に対

する指導に力を入れ、共通テスト対策は自宅課題を中心

に主に慣れさせることに力を注ぎます。専用のカードで

得点を集約し、集計結果を生徒へ共有し振り返ります。

　出願指導にも工夫しています。高３の10月に「共通

テストで〇〇点取れたらＡ大学、取れなかったらＢ大学

に出願」といった受験プランを立てさせ、共通テスト後

も進路集会で情報提供を行います。結果として、今年度

のように共通テストが難化する年ほど、前向きに出願さ

せることができるのが強みともいえるかもしれません。

神奈川県立横浜翠嵐高等学校

◇所在地：横浜市神奈川区三ツ沢南町1-1

◇創立：1914（大正３）年

◇卒業者数：2022年３月卒業生331名

◇卒業生の進路：国公立大158名／私立大91名／専門学校１名／そ
の他81名

神奈川県立横浜翠嵐高等学校　中村 悠人 先生

2022年度の共通テスト数学を振り返って

日頃より一発で意図を汲む意識とセカンドベストの意識を持たせる

「わかる」と「できる」を行き来する授業を意識して展開

出願指導にも工夫
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2022年度大学入学共通テスト数学を振り返って

座談会Part3

難しすぎるというのが正直なところです。１つでも理解

が浅い部分があれば、立ち所に前に進めなくなるような

展開で、何度も繰り返しをさせられるような問題もあり、

特に整数問題の最後の部分などはとても太刀打ちできな

い問題だったと思います。各設問の至る所に仕掛けがあ

って相当タフな問題でした。問題内容への批判も耳にし

ますが、これが現場への強いメッセージだと受け止めて

います。

柚木　共通テストの引率をしていましたが、数学Ⅰ・Ａ
が終わって生徒が帰ってきた時の空気が、今まで引率し

た中で感じたことがないものでした。これはできていな

いなと一瞬でわかりました。従来のセンター試験は、差

のつく問題が中盤ぐらいからが多かったですが、それが

序盤で出てくるため、得点が取れない生徒はたくさん出

ると予想しました。また、70分という制限時間にしては

問題の分量も多いと思います。本校も弱気な出願ではな

く、強気の出願をするよう生徒へ伝えました。

下田　生徒は相当打ちひしがれた状態でしたが、全国的
に点数が低いことがわかってからは強気な出願ができた

と思います。ただ、点数が取れた生徒でも、達成感がな

いというか、何ともいえないもやもや感が残っていたよ

うです。出題者の思いはよくわかるのですが、例題を解

かせてから練習問題を解かせるような繰り返しの出題な

ど、入試問題としてはどうなんだろうかと疑問を感じて

います。

齊藤　毎年、日曜日にネット上で問題が公表されてから
解いているのですが、今年はいつものような時間で解き

これまでの授業や指導のあり方が問われている
基本事項の根本的な理解が不可欠で読解力も必要

⃝攻玉社中学校・高等学校　　　齊藤剛先生
⃝福岡県立城南高等学校　　　　下田浩一先生
⃝大分県立中津南高等学校　　　柚木達也先生
⃝広島市立舟入高等学校　　　　吉田浩一先生
⃝司会：河合塾講師　　　　　　森本啓夫

出席者　 先生のお名前の五十音順　本文中敬称略

よく練られた出題内容だが、問題の分量が多く70分では時間が足りない

基本事項を覚えるだけではなく、正しく理解して使えることが必要になる

数学の授業のみならず、学校としての教育力が問われている

P
O
I
N
T

タフな問題が多く
70分では解き切れない

──森本　２回目となった共通テストですが、平均点は
数学Ⅰ・Ａが37.96点、数学Ⅱ・Ｂが43.06点でした。
センター試験時代から振り返ってみても前例のない低い
平均点でした。原因は何にあるか、今回の結果を受け、
今後の指導をどのようにしていくのかについて先生方に
おうかがいできればと考えております。よろしくお願い
します。
　まずは、数学Ⅰ・Ａの問題全体に対するご意見や受験
後の生徒の様子などについてご意見をお願いします。
吉田　３学年の先生方に聞くと、受験直後の生徒たちは
うまくいかなかったショックからかあまり話ができない

ような状況でした。ただ、全国の受験生も点が取れてい

ないという予想が立ちましたので、過去の経験から安全

な出願よりは、いかに生徒たちを前に向かせて強気に出

願させようかという動きにすぐに変わりました。問題は
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＜資料＞2022年度共通テスト「数学Ⅰ・A」第１問〔２〕より

終わりませんでした。第４問の整数の問題を見て、この

問題を選択した生徒はどのように対処したのだろうかな

どと考えていました。成績上位の生徒はそれなりに点を

取っていると思いますが、中堅ぐらいの生徒はかわいそ

うだったなと思います。歴史に残る問題だと思います。

問題の１つ１つはよく練られていますが、この問題を４

題解くのは無理ではないかという気がしました。共通テ

ストは、頑張った生徒が80点から90点は取れるような

達成感のあるテストであってほしいのですが、今回はそ

ういう面では疑問に感じています。

キャンプ場ガイドブックの第１問は
今年の象徴

──森本　私も改めて時間を測って解き直してみました
が、以前１度解いている問題にもかかわらず、かなりの
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時間がかかりました。その原因はどの設問にもあるよう
に思いますが、第１問の〔２〕＜資料＞からそれぞれご
意見をいただければと思います。キャンプ場のガイドブ
ックの問題ですが、河合塾の分析では正答率が低く、

「コ」「サシス」は正答率30.1％です。また、「セ」の∠
ＢACの大きさが、「４°より大きく５°より小さい」は正
答率46.5％でした。正答率が低かった点についていか
がでしょうか。
下田　私は問題の文章を読解できなかったのではないか
と考えています。図１でθが16°だったという会話文が

あって、問題文の３行目に「実際にキャンプ場の地点Ａ

から山頂Ｂを見上げる角である∠ＢＡＣを考えると」と

ありますが、この２つの文章の違いに戸惑ったのではな

いかと思います。受験生は「∠ＢＡＣはθではないか」

と思うでしょう。そのあたりの出題者の意図が受験生に

伝わらなかったのではないかと思います。

齊藤　小数点以下の３桁を数字で全部埋めさせる問題は、
これまでなかったパターンだと思います。この後にも出

てきますが、相関係数など計算して割り切れない場合は

四捨五入するというのは、我々は勝手に判断しますが、

そのあたりで戸惑った生徒はいたのかなと思います。

──森本　小数点の計算は戸惑った生徒も結構いたと思
います。今までは問題の中に小数点以下は第何位で四捨
五入せよと書いてくれていたのが、今年の本試験では解
答上の注意は裏表紙への記載になっていました。追試験
では問題文の中に記載されていましたので、この辺りは
統一してほしいものです。
柚木　私も初めは生徒がリード文を読めなかったのだろ
うと思いましたが、これは縮尺ができなかったからでは

ないかと考えています。100000分の１と25000分の１を

文字で100000xとか25000yとかに置き換えられなかっ

たのではないでしょうか。私は授業では高速道路の標識

を見せて、登り勾配を示す10％は何を意味するのか、

という話を導入でしています。そこからタンジェントに

入っていきますが、生徒がそうしたことをイメージして、

縮尺に気づけばできているのではないかと思いました。

──森本　三角比の表を見る練習をしていた生徒は多か
ったと思いますが、先生のおっしゃる通り、得点率が低

かった原因は縮尺に関する理解度の問題があるかもしれ
ません。この地図アプリの問題は目新しさもあって、今
年の数学Ⅰ・Ａの顔的な問題だと感じています。
吉田　柚木先生の10％の登り勾配の話がありましたが、
私もまったく同じ入り方をします。先生が言われるとお

りこれは縮尺の意味がわからなかった受験生が多かった

のではないか、それに尽きるのではないかと思います。

──森本　続けて第１問〔３〕を見ていきます。正答率
は上位と下位で差が出ています。（１）の正答率は「ソ」

「タ」が87.4％、「チツ」「テ」が65.0％とまずまず出
ているのですが、（２）の「ト」「ナ」で14.4％です。
８割以上の生徒がこれを解けなかったという正答率です。
下田　外接円の半径が３であることから、弦の長さの範
囲は直径を超えることがないことに気づかなければなら

ないと思いますが、やはり、そのハードルが高かったん

でしょう。

齊藤　生徒たちは等式に関するものはすごく得意ですが、
不等式に関することはとても苦手です。「直径よりも長

いわけがないので６より小さい」とか、言われてみれば

気づくのですが、この線分ＡＢの範囲をいきなり聞かれ

て、これは何の定理を使うのだろう、何か不等号がから

む定理はあったかなという方向に行ってしまうと、多分

この問題は解けないでしょう。勘のいい生徒で、多分１

桁だと考えて４と６を見つけたという生徒もいました。

その辺は共通テストらしい考え方かとも思いますが、こ

の２ＡＢ＋ＡＣ＝14の関係式に引っ張られた可能性も

あるでしょう。もちろん、それを使っても解けますが。

吉田　言われればその通りですけど、やっぱり生徒にと
っては難しいですね。ここで立ち止まった生徒が多いの

ではないかと思います。生徒にとってはかなりハードル

が高かったのだろうという気がしています。

柚木　受験生の立場で考えた時に、「ト」についても難
しさがあると思います。「ト」は、２ＡＢ＋ＡＣ＝14を

使うところに気づいたかどうかだと思っていますが、前

の設問を振り返りながら解いていくという思考のプロセ

スの中で、条件式の２ＡＢ＋ＡＣ＝14と（１）の外接

円を使った正弦定理を組み合わせることが生徒にとって

はハードルが高かったのではないかと思います。
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──森本　生徒に話を聞くと、「チツ」「テ」のところで
三角比の定理を使って斜辺から正弦を求めるということ
自体が案外定着していないという印象があります。今年
の追試験も正弦に関する設問で梯子車の問題が出ていま
した。こういうことはもっと強くプッシュして言わない
といけないかなと思わされました。

第２問〔１〕はよく練られた良問だが
時間が不足

──森本　第２問の２次関数が今年は大分様変わりしま
した。去年は太郎さん花子さんの100メートル走の問
題でしたが、今回は２次関数と論理とが融合して出題さ
れました。
吉田　まず問題文を読んで式を確認した後、問題文で
「①または②」となっているので、「または」と来たかと

思いました。共通解の問題は定番で演習をよくやるので

すが、「または」と来たところで工夫してきたとまず思

いました。それから次でグラフの動きを考えさせるので

すが、それを確認させた後に必要十分条件です。前のグ

ラフの動きと併せて、こういう形で必要十分条件を考え

させるということに私は感心しました。よく練られた問

題だと思います。今までの実践の中でも、ここまで教材

研究をしたことはなかったので猛省しました。

齊藤　グラフの頂点ｑを動かすとどういう動きをするか
というのは、軌跡の考え方がわかっている生徒の方がイ

花子さんの会話を読ませる時間がもったいないという思

いがあります。また、授業でも必要条件、十分条件を集

合論的にきちんと押さえるのですが、生徒が苦手な部分

だと思います。それを何とか身につけさせたいと思いつ

つも、限度もあります。（４）の必要十分条件は、ゆっ

くり考える時間があればいいのですが、70分で大量の問

題を解く中で、これだけをじっくり考えるというのはな

かなか難しいのではないかなとも思います。

──森本　最後の「キ」「ク」についてはセットで正解
しないといけない配点なので、正答率が9.2％です。
柚木　序盤の（２）の「ウ」「エ」は、演習でよく扱う
ような問題だと思いますが、生徒は結構苦手な部分かな

と思います。よく練られた問題だと思いますが、私が自

分で解いた時も「キ」「ク」に一番時間がかかりました。

時間があれば、グラフをかいてみたり、いろいろと試し

てみたりして気づくこともあると思いますが、この短時

間で処理をするのはかなりハードルが高いです。この問

題は難しいと思います。

──森本　生徒は不等式をグラフで捉えるという感覚が
身についていないのかなという印象を受けました。これ
からの指導の必要性について勉強させられた問題でした。

メージしやすかったと思います。

グラフの動きを頭の中でアニメ

ーションできた生徒は、最後の

必要十分条件まですらすらと行

けたのかなと思います。普段か

らソフトなりを使って授業をし

なくてはならないかなと考えさ

せられました。授業でパワーポ

イントを使って、グラフがコマ

送りで動く様子を実践しました

が、黒板に板書するより生徒は

イメージしやすかったようです。

下田　実によく練られた問題だ
と思いますが、前半の太郎さん

攻玉社中学校・高等学校

齊藤 剛 先生

福岡県立城南高等学校

下田 浩一 先生
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計算はすごい計算になるのですが、幸い３で約分ができ

て計算が少し楽になります。そして、概数で計算してみ

たところ正解を導き出せることに気がつきました。次が

散布図を選ぶ問題ですが、０と２が違うのはすぐわかる

のですが、要は１と３の選択ですよね。これを見て思っ

たのですが、授業では－１から１までの少しずつ刻んだ

散布図を並べて感覚的に学ぶところで終わっていること

が多いと思います。ところが、この問いはその上を聞い

てきたのです。平均値が鍵になってきます。この前で表

１に平均値が出ていた理由がここで明らかになります。

これまでの授業では、ここで平均値を比べようという発

想はなかったと思います。この問題も現場に対する挑戦

状ではないかと受け止め、猛省しました。

齊藤　相関係数の計算をどうしようかというのはありま
す。確かに３で割れると思いましたが、大変でも私はま

ともに計算しました。「相関係数に最も近いものを次の

選択肢から選べ」という形式なら、これまであったパタ

ーンですが、やはり計算させるという意味でこれまでと

は違います。概数で計算するにしても、分母と分子の概

数の取り方も気をつけないと、小数第２位まできちんと

出せません。また、散布図も確かに平均値がないと１か

３かを選べないので、こういう見方があるのかと驚きま

した。

下田　こういう計算をさせる必要性はあるのか？という
思いはあります。授業でどこまでやればよいのかですが、

多くの時間をかけられないこともあって、難しいです。

柚木　相関係数はもう計算させないだろうと思っていま
した。これからの統計教育では、データを読み取らせる

ことに重きをおいて、計算は表計算ソフトでさせる方向

になっていると思っていましたので、今年は計算をさせ

るのかという思いです。それと（１）の解答群ですが、

従来のセンター試験や共通テストでは、この「判断でき

ない」という選択肢はなかったのではないでしょうか。

私は授業で、選択肢は「正しい」「間違い」の２つでは

なく、「判断ができないから選べない」を加えた３つが

あるとよく言っています。

──森本　③が答えに含まれている「シ」「ス」は、デ
ータの分析の中にあって正答率が27.3％でした。多く
の生徒がやはり苦しんだと思います。「判断できない」
という選択肢は想定外だったのではないかという気がし
ます。

選択問題はいずれも難問
第４問は示唆に富む

──森本　選択問題で一番平均点が高かったのが第３問
の確率です。得点率47.5％ですので、今回は確率を選
択していないと苦しかったという状態でした。
下田　完全順列をきちんと勉強してきた生徒にはそれほ
ど難しくはなかったと思います。愚直に答えを出してい

った生徒たちは、（２）で４人の交換会で１回解いて、

相関係数、散布図など
普段の授業が
問われている

──森本　第２問〔２〕データ
の分析は、平均点が15点中７
点で得点率も47％です。今回
の平均点からすると比較的落ち
着いた印象でした。
吉田　（３）相関係数のところ
ですが、表１にはなぜか平均値

が出ています。最初はダミーか

と思いましたが、その理由が後

でわかります。この相関係数の

大分県立中津南高等学校

柚木 達也 先生

広島市立舟入高等学校

吉田 浩一 先生
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（３）で５人になっていて、また５人で同じ事をするの

かという感覚があるだろうと思います。受験生の気持ち

になって考えると、何とも言えない感覚だったのではな

いかと思います。

柚木　このように設定を変えていく問題は、共通テスト
の作問方針にありますので、私は授業でも、設定を変え

たらどうなる、人数が増えたらどうなる、という問いか

けをしています。設定が変わっても、前の時のルールを

使えば良いのだと考えれば、毎回リセットして考えなく

ても良いと思います。ただ、そこは生徒の習熟具合によ

ると思いますので、生徒によっては先程の下田先生のお

話の通りだと思います。

齊藤　類題の経験がないと（２）は、すごく大変な作業
になり、（３）と（４）はもう手がつかないのではない

でしょうか。完全順列の１、２、９、44という数字が頭

に入っている生徒は最後まで解き切ってしまうのではな

いかと思います。ここは本当に類題の経験と、漸化式、

極限まで知っている生徒はかなり早く解けたと言ってい

ました。

──森本　次は一番の話題になっている第４問、整数の
問題です。１次不定方程式が繰り返し出ています。平均
点は20点中6.2点です。
柚木　これは時間がかかると思います。リード文も書い
てあることを考えて、式にして、やっと理解できます。

２次試験の記述問題として考えると、とても良い問題だ

と思いますが、共通テストの20点配点の問題で、これ

を十数分で解くのは至難の業ではないかと思います。

齊藤　第４問はいろいろな意味で歴史に残る問題ですね。
不定方程式は係数が大体１桁かせいぜい２桁ですが、い

きなり５4、２4からスタートしています。また、（３）

で「セソタチツ」の５桁の解答を埋めるのにも生徒は苦

しんだでしょう。（４）の「ナニヌネノ」は必死で出し

ても配点が２点しかありません。この第４問は20点の

問題ではないです。国立大学の２次試験の大問１問ぐら

いの問題だと思います。しかも「ナニヌネノ」は

「95624」です。もうすぐ６桁という桁数です。これは

不定方程式の名を借りた別の問題で生徒は本当に大変だ

ったと思います。

下田　出題の意図が掴めない感じです。闇雲に計算を複
雑にして、時間を消費させているという印象です。試験

問題にはそぐわないのではないかとさえ思います。ただ、

入試問題は出題者側からのメッセージと捉えていますの

で、そういう意味では授業のあり方を見直すべきなので

しょうか。

──森本　「セソタチツ」の正答率が5.7％です。（３）
の「サシス」が正答率12.5％ですのでかなり厳しかっ
たと思います。
吉田　この問題を見て思ったのですが、ルーティン化さ
れた問題というような、こういう時はこう解くものだと

いう定番の流れが、生徒の中にも我々の中にもあります。

そこを切り替えて、別の視点で見てみようということが

現場ではできていない実態があると思っています。この

問題は、そこに投じられた一石で、我々自身も頭を切り

替えないといけないのかなと思いました。

柚木　私は授業で結構、他の考え方はないかと生徒に聞
きます。その度に授業は止まりますが、やはり共通テス

トなどを考えた時には、いろいろな見方、別解を考える

というのはキーワードだと思っています。努めて別解を

考えさせるという実践を、十分とは言えませんが、可能

な限り取り組んでいます。

──森本　第５問ですが平均点が4.4点で３問の中では
一番平均点が低かったです。「ア」「イ」は重心の定義が
わかっていれば1/2とすぐにわかる問題で正答率76.3

河合塾　数学科　講師

森本 啓夫
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％です。メネラウスの定理を２回使う問題に関しては
「ウ」「エ」「オ」が正答率41.9％と半分以上の生徒がで
きていません。「カ」「キ」「ク」が正答率36.5％です。

「ケ」に関しては18.5％と下がり、ここから先はもうほ
とんど点数が取れていません。
柚木　（１）は図をかいたらメネラウスの定理を使うこ
とはわかったと思うのですが、選択肢を選ぶのに時間が

かかったかもしれません。また、ＢＦ＋ＣＦが２ＥＦに

なるという点に即座に気づけば、「ケ」まで行けるのか

なと思いました。ここで差がついたのではないかと思い

ます。（２）は図がすごくかきにくかったのではないか

なと思います、私も何回かかき直しました。円も出てく

るし、スペースも限られています。そういう部分で受験

生は困ったのではないかなと思います。

下田　なんとか頑張って（２）まで解けたとしても、
「ケ」では４でしたが（３）ではその値が10に変更とな

っていますので、生徒はまたここで（１）に戻って考え

させられるのかと思ったかもしれません。こうした繰り

返しのようなことは、限られた70分の中では厳しいと

思います。

齊藤　共通テストでは、定規やコンパスが使えませんの
で、いかにフリーハンドでこれに近い図をかくか、与え

られた長さらしい図がかけるかどうかです。図があれば

大分違うと思いますが、かくまでに少し時間を要します。

正しい図があって初めて、方べきの定理なりが使えます。

（３）は第４問、第３問のように全体を見通していない

とまた戻るのかと確かに思います。一問一問を高いとこ

ろから全体を見下ろすような目で俯瞰していくことが要

求されていると感じました。

──森本　生徒の作図指導は難しいと思いますが、何か
アイディアはありますか。
吉田　生徒は図をかきませんね。２次関数で図形がから
んだ問題でも計算に入るのです。そのため、まず私が図

をかいてみせるとか、生徒に図をかかせるというところ

から取り組んでいます。また、勝手な思い込みで図をか

いていくので、本当にそれで良いかを常に問いかけるな

ど、地道に指導していくしかないのかなと思っています。

柚木　生徒は一発で正しい図をかこうとする傾向があり
ますので、私は設計図をかくように指導しています。ま

ずは適当に図をかき、そこに数値や角を入れて、その後、

辺の長さのバランスなどを見てかき直しをします。授業

では実際に私が実演します。最初は適当にかいて、説明

しながらきちんとした図にしていきます。

──森本　私もかき直すところを見せます。最初から丁
寧な絵をかこうとし過ぎて、止まっている生徒が多い印
象です。あとは不要な線を減らして、必要な線だけで図
をかき直すという指導をしています。2015年のセンタ
ー試験の図形と計量の問題で角が120°の鈍角三角形の
問題があり、演習でよく使うのですが、120°と書いてあ
るのに鋭角三角形をかく生徒が何人もいて、それでは問
題が進まなくなるよと説明しています。
齊藤　図形は嫌いな生徒が多いと思います。図をかくの
が面倒なのでしょう。もう少し図をかくという発想を持

ってほしいというのはあります。そういう受験生が第５

問は最後でもあるし、順番的にも選択しないのかもしれ

ませんが、今回は第４問を選んだ生徒は厳しい結果だっ

たと思うので、第５問はぜひ選ぶべきだったと思います。

吉田　授業で図形問題の美しさというか、たとえば、第
５問では４点が同一円周上に並ぶというすごさですが、

これを普段から伝えきれていないのかなという気がして

います。こういうドラマチックな場面の面白さがわかっ

ていないのは、我々の責任もあるのかなと猛省するので

すが、これからはそういう時間も取ってやりたいと思い

ます。

リード文や計算量の多さに対応する
読解力や計算ミスへの指導

──森本　ここまで、2022年度共通テスト数学Ⅰ・Ａ
の各設問について振り返ってきましたが、ここからは指
導についてのお話をうかがいたいと思います。読解力に
ついて生徒によく聞かれます。長いリード文のどこを読
んで、どこを読まなくてもいいのかわからないようです。
私自身は「文章による」としか言えず、答えが見つかっ
ていないのですが、いかがでしょうか。
齊藤　たとえば、2022年度の共通テスト数学Ⅱ・Ｂの第
４問に長文の問題の説明がありましたが、こういった導

入は過去にあまり見たことがなく、こういうところを苦
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もなくきちんと読める練習をする必要があると思いまし

た、問題設定の説明ですから読まないといけないのです

が、これを読むまでに疲れてしまう子は結構いると思う

ので印象的でした。

下田　今まで扱ってきた数学の問題は、必要な条件だけ
が与えられ、余計なものを削ぎ落としたものを見慣れて

いました。したがって不要なものじゃないかと感じるよ

うな要素を含む問題文を読むのは、私自身も苦手なとこ

ろがあります。しかし、今後は状況設定を理解させるた

めに、このような無駄と思える長文を生徒には読ませな

いといけないのだろうかという思いはあります。そうい

った長文を読ませる問題は、今のところ多くはないとい

うのが課題です。

柚木　マーク演習の時に、リード文を読まずに、まず問
いから読み、そこからリード文に戻るように伝えていま

す。あとは演習とか、こちらが問題を作る時にわざと条

件過多な問題を作成することがあります。結局、条件が

きちんと整った状態であったら、それを全部使うのだと

生徒たちは思うのですが、いわばダミーをちょっと入れ、

その情報は本当に使うものなのか考えさせます。そこで

必要な情報を精査していく力というのはつくのかなと思

います。

──森本　生徒から聞かれることがすごく多い質問とし
て「計算ミスが止まらないがどうしたらよいか」という
ものもあると思うのですが、そういった生徒にどのよう
なご指導をしていますか。
柚木　自分が作った式を振り返ってどこにエラーがある
かを探すように言います。あとは何が原因で間違ったの

かを突き止めるように伝えています。そうすれば自分の

傾向や癖を見つけて、注意して計算を進めることができ

ます。ですから、逆に「どこで間違えている？」という

質問をしています。

齊藤　自分がどういうところで間違えやすいかを知るこ
とがとても大事だと思います、たとえば、積分の定積分

の計算をする時に、積分区間が0〜1とかだったら良い

のですが、3/4π〜5/4πとか、複雑な数値を代入する時

に必ず間違える生徒がいます。積分毎に整理整頓をして

計算している生徒はなかなか間違えにくいのですが、そ

の生徒に話を聞くと、いつも計算ミスをするので一つ一

つ別々に計算しようと思ったそうです。また、式の流れ

を見渡すというか、見下ろすというか、全体を見て何か

計算を楽にできないかを考えてというのは伝えています。

楽をしようというのが数学の本質なのだから、もっと楽

をしようよっていう言い方はするようにしていますね。

下田　計算ミスは集中力が切れたときに起こるもので、
その集中力をつけるには、授業に集中するのが一番の早

道だと指導しています。また、何を書いているのかわか

らないノートの使い方をしている生徒も、よく計算ミス

をします。集中力をつけることと字を丁寧に書くことが

肝要だと思います。

吉田　私たち指導者は、長年の教材研究の積み重ねの結
果、授業で解答を進めていく中で違和感を覚えることが

あります。「この設定からすると、この場面でこうなる

ことは起こりそうにないんだが・・・、だから今立ち止

まって検証しているんだ」と心の内を話すことにしてい

ます。それから、計算を進めながら、生徒にこのまま進

めてよいものか、見通しについて聞くことにしています。

生徒に問いかけながら、我々の心の動きを話してやって、

こんなふうに見つけていくのかということを生徒自身が

気づくようになってくれれば、問題も俯瞰できるように

なるのかなと考えています。

共通テストでは学校の教育力が試されている
圧倒的な基礎力の育成が必要になる

──森本　今回の結果を受けて、現在のお取り組みやこ
れからの展望についてお願いします。
齊藤　今回の共通テストを見たからという訳ではありま
せんが、教科書通りに授業を進めるよりはプラスアルフ

ァになることとか、自分自身が数学を勉強してきて楽し

いと思ってきたことを授業のテーマごとに伝えたいとい

う思いがあります。本校はノートPCを生徒全員に貸与

していますので、動画やソフトを使った授業に取り組ん

でいる教員もいます。生徒の印象に残る授業、生徒の興

味ややる気に火を付けるような授業ができればと思いま

す。そのためには、我々が数学を勉強してきて面白いと

思った感動や数学の楽しさを具体的に伝えられたらいい

と考えています。

吉田　公立高校のため３年間で勝負をしないといけない
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ということがありますが、進度を急いで授業をしたとこ

ろで生徒はなかなかわかっていません。私は、正解を導

き出した生徒に対して、さらに発問を投げかけ本当に理

解しているかを確かめるようにしています。結果の妥当

性やここから何がわかるのか、これをどう使うのか、ど

う使えるのか、というところまで話してやらないと理解

が深まらないし、すぐに忘れてしまいます。いかに忘れ

させないか、どれだけ考えさせることができるかだと思

います。ただ、それは授業進度との戦いです。これは永

遠のテーマだと思います。でも、それをやらないといけ

ないのではないでしょうか。

下田　私は毎年３年生を教えています。途中経過がどう
であれ、答えが合えばいい、入試で点数が取れるように

なったらいいと思って進級してきた生徒に対して、問題

を解くだけでなく、公式ができる過程や、なぜそうなる

のかといった根本的なところを問うようにしています。

そのようなことをしつこく問うと、はじめのうちは怪訝

な顔を生徒はします。しかし、数学はそれが重要なのだ

ということを伝えたいと思っています。教科書では丁寧

に記述されているのに、授業では軽めに扱ってしまう事

項をしっかりと問うている入試問題も見られるようにな

ってきました。このような問題こそ、日頃の授業のあり

方が問われていると感じます。原理原則を理解させた上

で、問題を解かせ、さらに条件を拡張したらどうなるか、

などの考え方を身につけさせることを授業の中で意識し

ていく必要があるのだと考えさせられました。

柚木　先ほど興味関心を持たせるお話が出ていましたが、
私は２次関数の最大、最小の導入の段階で、架空の関数

を作らせて、売上が最大になる時とはどういう時なのか

を生徒に問います。何も知識がない状態でそれをすると

生徒たちからは、いろいろな意見が出ます。出てきた仮

説をもとにして式を作らせると２次関数ができます。そ

こで教科書を開いて、２次関数の最大、最小の話に持っ

ていきます。授業で扱うことが何の役に立つのかという

ことを可能な限り知ってほしいと思います。本校では先

生方で知恵を出し合って、こうした現実の社会とつなが

った教材を少しずつ作っています。また、先ほどの授業

進度の話ですが、私はコロナ禍になって、初めてパワー

ポイントのスライドを作りました。数学Ⅲの教科書の部

分をスライドにして、印刷して配りました。スライドに

書いてあることは説明が少なくて済みますので、生徒た

ちに考えさせたり、アウトプットさせたりする時間が取

れるようになりました。ただ、スピードに気をつけない

と授業進度についていけなくなる生徒もいます。そこは

授業アンケートや生徒の反応を見ながら進めています。

吉田　今回の共通テストを見て、率直に思ったのは、学
校の教育力が試されていると思いました。文章を読むと

いうことがいかに大切か、１年生からどれだけ国語や英

語の力を身につけさせているかの大切さを実感しました。

もちろん数学が担うべきこともありますが、各教科でス

クラムを組んで取り組まないと対応できないのではない

かと思いました。その上で、答えが出て終わりではなく、

もっとその先に何があるのかについて、生徒が自ら思い

巡らせていくことが自然にできるような、自立して自走

できる圧倒的な基礎力をつけることが必要です。

──森本　確かに今回の共通テストは、これまでの教員
の意識に対して問題提起されたと思うところもありまし
た。授業を一から見直すきっかけになったと思います。
本日はありがとうございました。

攻玉社中学校・高等学校

福岡県立城南高等学校

大分県立中津南高等学校

広島市立舟入高等学校

◇所在地：東京都品川区西五反田5-14-2

◇創立：1863（文久３）年

◇所在地：福岡市城南区茶山6-21-1

◇創立：1964（昭和39）年

◇所在地：中津市高畑2093番地

◇創立：1893（明治26）年

◇所在地：広島市中区舟入南一丁目４番４号

◇創立：1949（昭和24）年
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